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略年譜

成田　康昭

学　歴

　1968 年 3 月　神奈川県立川崎高等学校卒業

　1969 年 4 月　法政大学社会学部社会学科入学

　1973 年 3 月　同　卒業

　1979 年 3 月　同　大学院社会科学研究科社会学専攻修士課程修了

職　歴

　1982 年４月　法政大学社会学部兼任講師

　1987 年 4 月　中京大学社会学部専任講師

　1990 年 4 月　中京大学社会学部助教授

　1995 年 4 月　静岡県立大学国際関係学部教授

　1997 年 4 月　立教大学社会学部教授

　2015 年 3 月　立教大学社会学部定年退職

学内役職歴

　2000 年〜2001 年度　社会学専攻前期課程主任

　2001 年度 入学センター副センター長

　2002 年〜2004 年度　社会学科長

　2006 年〜2007 年度　メディア社会学科長

　2008 年〜2010 年度　キャリアセンター部長

　2012 年〜2014 年度　江戸川乱歩記念大衆文化センター長

所属学会（国内）

　日本社会学会
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　日本マス・コミュニケーション学会

　関東社会学会

　情報通信学会

学外活動・役職歴

　1996 年〜2009 年日本民間放送連盟賞中央審査会審査員

　2001 年〜2002 年日本マス・コミュニケーション学会放送研究部会幹事

　2003 年〜2005 年日本マス・コミュニケーション学会編集委員

　2004 年〜2006 年朝日新聞社総合研究本部客員研究員

　2005 年〜2012 年BS-TBS（2009 年 3 月にBS-iより改称）番組審議会委員

　2006 年日本放送文化大賞中央審査会審査員

　2006 年〜2008 年度大学基準協会判定委員・相互評価委員

　2007 年〜2009 年日本マス・コミュニケーション学会編集委員

　2010 年度大学基準協会大学評価委員会人間社会学系専門評価分科会主査

　2010 年度日本私立大学連盟学生委員会キャリア・就職支援分科会委員

　2013 年〜2015 年日本マス・コミュニケーション学会理事（編集委員長）

　2014 年日本放送文化大賞東京地区審査会審査員
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